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Summ8ry

Theresiduesand biologicalhalトliletimeol

vamidothioninSpinachwerestudied.

C1Llabeledvamidothionwassprayedonfoliage

ofspinachseedlinginagreenhouse,

Chloroiorm andwaterextractablemetabolites

ofvamidothionweredecreasedgraduallywith

thelapseoftimea一tertreatment.Itisapparent

thatthedecreaseofresiduesofvamidothionwas

affectedremarkablybydilution resultingFrom

111eplantgrowtll.

Half･liletime(Lyi) ofchloroform extractablc

metabolitesinspinachwascalculatedfrom re･

gressionlinebyusingmethodofleastsquares

andrevealedaboutll.9dayswhenonlydiluted

bytheplantgrowth.

However,practicalhalf･lifetimewhichinflu･

encedbydilutionresultingfromtheplantgrowth

andbythedegradationresultingplantmetabo･

lismwasabout5.4daysbystatisticalobservation.

抄 録

キクイムシの音の発生 :Douglas･firbeetleの

卑操守による化学刺激の発現

SoundProductioninScolytidae:Chemostimu･

lusoESonicSignalbytheDouglas･FirBeetle.

J.A.Rudinsky,R.R.Michael,Scfencc,175,

1386(1971).

キクイムシは.網麺と後肢を揮捺して苛を発する.

棚の発音群官は.耶七脱節の後緑にある二つの突起で

これを弦部として左の嗣麺がこれをこする.そこには,

約100の歯のあるヤス.)がある.

Dc〃droctonus♪seudoLsugacによる研WL.では,孔

の中にいろ雌のフェロモンを感じた雄は,孔の入口で

苛を発し到刀を知らせる.その時,孔の巾の雌は,フ

ェロモンによる誘引を打消してしまう.このように,

音による交信と化学物質による交信の混った行動の中

られるのは珍しい. 従って D.JISCudotsugaeは, は

じめに雌の化学物質で刺放して,それに答えて雄が苦
をたて,もう一皮化学的交信が始まるといえる.一般

に.鞘超目の昆虫は.いろんな場合に召'･をT=てる.申

孔する時,身の危険を感じた略 求愛の時などがある

が.押旅する時の速度に迎いがある.媒処した D.

♪se〝doLsugaの椛の胸を円でつまみ, コンデンサー

･マイクロホンの 1cm lruにおいて,苛を録音した.

交Ti前の77.は.確の食入孔の入口 1cm 前においた雄

の発するのを録7Jr･した.また性フェロモン生物検定用

の喚党池畔のフェロモンによって刺放された蛾の発す

る苛も鋸許した.

雄の畔娯77･で雌は刺放され,maskingが始まる.

雄はその時.印にそこにとどまり立ち去らずにいろだ

けで.孔を折る動作も傾斜)に向仕 もおこさない.誘引

性ある雌の近くで椛の発した丁Tlの録7r･を再生しても雄

の進行は.同じように止まろ.しかし,雄を手でつか

んで発した77･の録fi･を朽生しても maskingはおこら

ない.

椎の摩擦77が2-3分つづくと.数分後に雌の誘引の

止んだのがわかろ.これは,つづいてきた雄が止まら

ずに立ちさることからもわかる.録音したのをかける

のを止めても,9-14分間は,maskingがつづくが,

突然誘引が開始される.観察した45分間に,雄は音を

だしては,やめるということをくりかえした.

以上の研究から次の二点が明らかになった.

(i) 喚覚刺激への反応としての蛾の輝擦TT･が雌のフ

ェロモンの生物検定の判定に班えるが.狐介誘引によ

ろのか性誘引によろのかの迎いはわからない.

(ii) キクイムシでは.究い作擦丁子が近距離の交信に

似わわ.退W.脈には.化学物TIlこよる交mが効力を発

抑している.しかし.誘引性の制御即ちフェロモン生

産,発散,maskingの開始等はみな,苛による伝達

であり,キクイムシでは重要な手段となっているので

あろう. (高橋正三)
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